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多
年
に
わ
た
り
飲
食
業
界
の
発
展

と
組
織
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、組

合
員
の
公
衆
衛
生
意
識
の
向
上
に
貢

献
し
た
功
績
に
よ
り
、こ
の
た
び�p
Ê

�ù�‘�“

六
名
の
方
が
晴
れ
の
栄
誉
に
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豊
川
支
部
）
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飲
食
業
界
の
経
営
基
盤
の
脆
弱
性

を
危
惧
し
経
営
特
別
相
談
員
の
資
格

を
取
得
し
て
、設
備
・
運
営
等
の
資
金

調
達
に
苦
慮
す
る
組
合
員
に
対
し
、生

活
衛
生
融
資
制
度
の
普
及
と
活
用
を

す
す
め
、経
営
の
安
定
と
近
代
化
を
推

進
し
、融
資
制
度
の
拡
大
に
貢
献
し
た

功
績
。

　

表
彰
式
は
十
月
二
十
五
日（
金
）ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
芙
蓉
の
間
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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支
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支
部
組
織
の
健
全
な
運
営
に
優
れ

た
手
腕
を
発
揮
し
、組
織
拡
充
に
取
り

組
み
飲
食
業
界
の
発
展
に
努
め
た
。

　

ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
指
導
や
時

代
に
即
し
た
情
報
を
組
合
員
に
周
知

す
る
た
め
、広
報
活
動
に
取
り
組
む
と

と
も
に
教
育
研
修
会
等
で
、組
合
員
の

資
質
向
上
及
び
育
成
に
努
め
た
。
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支
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足
助
支
部
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（
碧
南
支
部
）

　

表
彰
式
は
十
月
三
十
一
日（
木
）愛

知
県
庁
本
庁
舎
正
庁
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
表
彰
は
多
年
に
わ

た
り
生
活
衛
生
の
普
及
向
上
等
の
功

労
の
あ
っ
た
方
々
に
報
い
る
も
の
で
、

当
組
合
か
ら
三
名
の
方
が
受
賞
し
ま

し
た
。
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厚
生
労
働
大
臣
表
彰

中
央
会
理
事
長
表
彰

愛
知
県
知
事
表
彰

輝
き
ま
し
た
。誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。
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支
部
活
動
の
推
進
と
組
織
拡
充
に

取
り
組
み
組
合
の
安
定
化
と
発
展
に

寄
与
し
た
。ま
た
自
ら
経
営
特
別
相
談

員
と
し
て
、融
資
相
談
事
業
に
従
事
し

日
本
政
策
金
融
公
庫
融
資
制
度
を
積

極
的
に
活
用
す
る
よ
う
組
合
員
に
働

き
か
け
る
と
共
に
本
部
と
支
部
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
尽
力
し
た
。

　

表
彰
式
は
十
月
二
十
五
日（
金
）ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
芙
蓉
の
間
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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名
古
屋
市
食
品
国
民
健
康
保
険
組
合

　
　  

理
事
長
　濱
　田
　康
　喜

〒
460
|

0008 

名
古
屋
市
中
区
栄
四
丁
目
十
四
番
二
一
号

　
　
　 

　
　
　 

　
　
　
愛
旅
連
ビ
ル
４
階

電
話 （
〇
五
二
） 

二
六
一
|

七
六
六
一（
代
表
）

役

員

一

同

一
般
社
団
法
人  

日
本
音
楽
著
作
権
協
会

支
　
部 

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
南
一
丁
目
二
四
番
三
〇
号

 

〒
四
五
〇
|

〇
〇
〇
三 

名
古
屋
三
井
ビ
ル
本
館
十
三
階

 

電
　
話 〈
〇
五
二
〉 

五
八
三
|

七
五
九
〇（
代
表
）

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 〈
〇
五
二
〉 

五
八
三
|

七
五
九
四

本
　
部 

東
京
都
渋
谷
区
上
原
三
丁
目
六
番
一
二
号

 

電
　
話  

東
京 〈
〇
三
〉 

三
四
八
一
|
二
一
二
一（
大
代
表
）

H
O
M
EPA

GE 　

https://w
w
w
.jasrac.or.jp

中
部
支
部

支
部
長

佐

野

雅

彦

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　  千
種
支
部
長
　櫻
井
裕
三

名
古
屋
市
千
種
区
松
軒
一
丁
目
一
|
二
十
四

電
話 〈
〇
五
二
〉七
一
一
|
一
一
〇
一

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 天
白
支
部

　   

支
部
長
　   

石
原
範
織

〒
四
六
八
|

〇
〇
五
一

名
古
屋
市
天
白
区
植
田
一|
一
四
一二

電
話 〈
〇
五
二
〉
八
〇
四
|

〇
五
六
五

組
合
員
一
同

南
支
部
長
　  漆
島

　八
重
子

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

〒
四
五
七
|

〇
〇
七
七

名
古
屋
市
南
区
立
脇
町
一–
五
–一

電
話 〈
〇
五
二
〉
八
二
二
|

〇
七
九
八

組
合
員
一
同

中
川
支
部
長
　  伊
藤
賢
三

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

〒
四
五
四
|

〇
〇
二
八

名
古
屋
市
中
川
区
露
橋
町
五
七
–
二

電
話 〈
〇
五
二
〉
三
六
一
|

九
五
三
六

組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 西
支
部

　   

支
部
長
　   

近
藤
俊
博

〒
四
五
一
|

〇
〇
五
一

名
古
屋
市
西
区
則
武
新
町
一
|

十
七
|
二

電
話  

〇
九
〇
|
一
四
一
三
|
四
六
八
四

組
合
員
一
同

〒
四
六
五
|

〇
〇
六
八

名
古
屋
市
名
東
区
牧
の
里
一
|
一
三
一
〇

電
話 〈
〇
五
二
〉
七
〇
三
|

八
〇
一
七

組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 名
東
支
部

　   

支
部
長
　   

世
古

　
剛

名
古
屋
飲
食
協
同
組
合

　   

理
　事
　長
　杉
山
博
康

〒
四
六
〇
|

〇
〇
〇
八

名
古
屋
市
中
区
栄
三
丁
目
二
四
番
七
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
五
二
|
二
四
一
|
一
四
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
五
二
|
二
六
三
|
三
九
八
〇

株  

式  

会  

社
　ボ
　ニ
　ト

代
表
取
締
役
　鵜

飼

治

昭

本
社
　
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
三
|
十
八
ノ
三

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ （
〇
五
二
）五
五
一
|
〇
五
五
五

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ （
〇
五
二
）五
五
一
|
五
五
二
五

共
生
印
刷
株
式
会
社

   

代
表
取
締
役
　奥

村

和

俊

〒
四
六
〇
|
〇
〇
〇
七

名
古
屋
市
中
区
新
栄
二
丁
目
十
一
番
六
号

電
　
話 〈
〇
五
二
〉二
五
一
|
二
二
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 〈
〇
五
二
〉二
四
二
|
〇
〇
三
一

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合
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愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 木
曽
川
支
部

　   

支
部
長
　   

柴
田
五
郎

〒
四
九
三
|

〇
〇
〇
一

一
宮
市
木
曽
川
町
黒
田
字
下
市
場
南
一
〇
一

電
　
話 〈
〇
五
八
六
〉八
六
|
二
五
八
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 〈
〇
五
八
六
〉八
六
|
四
五
六
五

組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　 新
城
支
部
長
　原
田
民
夫

　
　 鳳
来
支
部
長
　菅
沼
孝
夫

〒
四
七
五
|

〇
八
七
四

半
田
市
銀
座
本
町
四
|
三
三

電
話 〈
〇
五
六
九
〉二
一
|

〇
四
一
二

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 半
田
支
部

　   

支
部
長
　   

堀
場
梅
吉

組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 東
海
支
部

　   

支
部
長
　   

久
野
晃
敬

事
務
局

　東
海
商
工
会
議
所
内

　電
話 〈
〇
五
六
二
〉三
三
|

二
八
一
一

組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合
大
府
支
部

 

支
部
長
　下
村
庄
平

大
府
飲
食
組
合

 

組
合
長
　早
川
秀
吉

　

　

　

　
組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　豊
橋
支
部

　   

支
部
長
　   

保
永
和
宏

〒
四
四
〇
|

〇
八
八
七

豊
橋
市
西
小
田
原
町
一
七
番
地

豊
橋
飲
食
業
協
同
組
合

電

　話 〈
〇
五
三
二
〉五
二
|

四
二
四
七

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 武
豊
支
部

　   

支
部
長
　 須
田
博
文

〒
四
七
〇
|

二
三
五
七

知
多
郡
武
豊
町
字
向
陽
四
|
四
〇

電
話 〈
〇
五
六
九
〉
七
二
|

〇
〇
九
四

組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 蒲
郡
支
部

　   

支
部
長
　   

中
北

　東
洋
子

〒
四
四
三
|

〇
〇
二
一

蒲
郡
市
三
谷
町
東
前
六
二
|
二
二

電
話 〈
〇
五
三
三
〉
六
八
|

七
八
一
二

組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 豊
川
支
部

　   

支
部
長
　   

永
井
幹
雄

組
合
員
一
同

〒
四
四
二
|

〇
〇
五
一

豊
川
市
中
央
通
四
|

三
八

電
話 〈
〇
五
三
三
〉
八
六
|

三
一
〇
〇

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 渥
美
支
部

　   

支
部
長
　   

上
村
純
士

〒
四
四
一
|

三
六
一
七

田
原
市
福
江
町
下
地
三
八

電
話 〈
〇
五
三
一
〉
三
二
|

一
一
五
五

組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 田
原
支
部

　   

支
部
長
　 伊
藤
明
弘

〒
四
四
一
|

三
四
二
一

田
原
市
田
原
町
築
出
五
七

電
話 〈
〇
五
三
一
〉
二
三
|

〇
六
七
五

組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　西
春
日
井
支
部
長

　櫻
井
將
昭

　

　

　

　
組
合
員
一
同

〒
四
五
二
|

〇
九
一
四                 

清
須
市
土
器
野
四
七
五

電
話 〈
〇
五
二
〉四
〇
〇
|
一
七
七
九

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合 
岩
倉
支
部
長

 

岩
倉
市
飲
食
環
衛
組
合

　
　
　
 組
合
長
　水
野
節
夫

 

組
合
員
一
同

事
務
局                

　岩
倉
市
商
工
会
内

　電
話 〈
〇
五
八
七
〉六
六
|
三
四
〇
〇

南
知
多
町
大
字
内
海
字
先
苅
三
一
|
二

電
話 〈
〇
五
六
九
〉六
二
|
〇
四
〇
三

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

内
海・山
海
へ

ど
う
ぞ

知
多
南
部
支
部
長

岩
本

　実

●花火大会
●海水浴
●みかん狩り
●イチゴ狩り
●散歩コース
　　　…など
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愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合
西
尾
支
部

 

支
部
長
　石
川
一
己

西
尾
市
飲
食
店
組
合

 

組
合
長
　髙
須
政
雄

　

　

　

　
組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 足
助
支
部

　   

支
部
長
　   

深
見
嘉
一

〒
四
四
四
|

二
三
三
二

豊
田
市
下
平
町
山
口
三
〇

電
話 〈
〇
五
六
五
〉
六
三
|

二
八
一
一

組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 安
城
支
部

　   

支
部
長
　     

松
川
髙
敏

〒
四
四
六
|

〇
〇
〇
八

安
城
市
今
本
町
三
|

二
|
一

電
話 〈
〇
五
六
六
〉
九
八
|

二
三
〇
四

組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 刈
谷
支
部

　   

支
部
長
　   

鈴
木
俊
男

　   

組
合
長

　  鈴
木
光
一

組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 豊
田
支
部

　   

支
部
長
　   

神
谷
好
一

豊
田
市
小
坂
本
町
一
|
二
十
五

　
　
　

  

豊
田
商
工
会
議
所
会
館
四
階

電
話 〈
〇
五
六
五
〉三
三
|
五
五
一
五

組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 岡
崎
支
部

　   
支
部
長
　   

成
　瀬
　
　  薫

〒
四
四
四
|

〇
八
四
〇

岡
崎
市
戸
崎
町
字
榎
ヶ
坪
二
四

電
話 〈
〇
五
六
四
〉
五
三
|

二
一
九
四

組
合
員
一
同

碧
南
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
 組
合
長

　古
久
根
達
也

　

　

　

　
組
合
員
一
同

〒
四
四
七
|

〇
〇
四
三                

碧
南
市
幸
町
一
|
七
〇

電
話 〈
〇
五
六
六
〉四
六
|
二
九
〇
〇

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 豊
田
南
支
部

　   

支
部
長
　
吉
田
寿
也

組
合
員
一
同

〒
四
七
〇
|

一
二
一
一                

豊
田
市
畝
部
東
町
寺
前
二
四
|
四

電
話 〈
〇
五
六
五
〉二
一
|
一
八
二
二

電気料金見直しで
コスト削減！
電気料金見直しで
コスト削減！
電気料金見直しで
コスト削減！ お

得
お
得

愛知県飲食生活衛生同業組合の皆様へ愛知県飲食生活衛生同業組合の皆様へ

受付時間
 9：00～19：00
（日・祝日を除く） 0120-983-037

組合員ミツウロコでんき専用窓口
お 問 い 合 せ 先

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA　11月12日（火）〜13日（水）の二日間に
わたり福井県芦原温泉「まつや千千」に
て令和元年度全飲連東海・北陸ブロッ
ク委員会が開催されました。
　全飲連森川会長をはじめ東海・北陸
七県の組合役員が一堂に会し、各組合
の現状と取り組み及び今後の課題につ
いて発表しました。当組合からは杉浦理事長をはじめ杉山、水野、永井、伊藤副理事
長と杉浦事務局長の６名が参加し愛知県の取り組みについて発表しました。主な内
容としては、生活衛生関係営業対策補助金を活用して、加入促進用パンフレット・ハ
ガキを作成し、新規加入者の獲得と組合の認知度を高める。また既存の組合員に対
しても業者会リーフレットを配布し組合離れをなくし、組合員ならではのメリットを再
認識してもらう。来年６月よりすべての食品関係事業者を対象にHACCPに沿った衛

生管理の実施が義務化されるのに伴い組合員への早急な周
知と支部単位での勉強会を実施し、早めの準備を呼びかける。
そのほかにもキャッシュレス事業や消火器の設置義務化など山
積する課題に積極的に取り組む姿勢を報告する事ができまし
た。また静岡県飲食業組合からは、組合員数が非組合員の２割
に満たない現状では衛生法に
基づく食の安心安全を守るの
は難しく、いずれは組合加入が
義務化されることが望ましいと
の意見がなされました。

全飲連 東海・北陸ブロック委員会開催
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ホームページ制作管理！
アクセスが多く、集客実績多数のＷＥＢ
サイトを「お手頃価格」にて制作します！

決済手数料無料ＱＲコード決済端末！

株式会社 Wiz
名古屋市中区錦3-15-15 CTV錦ビル9F　　TEL 052-955-6125
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十
月
十
五
日（
火
）愛
旅
連
ビ
ル
三

階
会
議
室
に
お
い
て
、32
名
の
参
加
で

常
務
理
事
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

常
務
理
事
会
に
先
立
ち
、協
力
業
者
で

あ
る
株
式
会
社
日
本
ト
リ
ム
様
よ
り

電
解
水
素
水
の
紹
介
と
、６
月
よ
り
導

入
の
義
務
化
が
始
ま
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の

概
要
に
つ
い
て
行
政
書
士
の
辻
先
生
よ

り
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
に
関
し
て
は
研
修
会
等
に
参
加

し
知
識
を
得
る

事
で
難
し
い
、面

倒
な
ど
の
苦
手

意
識
を
払
拭
し

早
め
の
準
備
が

必
要
と
痛
感
い

た
し
ま
し
た
。

議
題【
承
認
事
項
】

・
令
和
元
年
度
上
期
中
間
決
算
に
つ
い
て

　

下
村
財
務
担
当
副
理
事
長
よ
り
上

半
期
中
間
決
算
報
告
書
の
読
み
上
げ

と
内
容
の
説
明
が
行
わ
れ
執
行
状
況

に
関
し
拍
手
を
も
っ
て
承
認
を
頂
き
ま

し
た
。

・
業
務
分
掌
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

総
務
委
員
阿
部
礼
子
さ
ん（
東
海

支
部
前
支
部
長
）に
代
わ
り
、現
東
海

支
部
長
久
野
晃
敬
さ
ん
の
総
務
委
員

就
任
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
承
認
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

常
務
理
事
会
開
催

　

連
絡
事
項
と
し
て
生
活
衛
生
功
労

表
彰
各
表
彰
者
の
紹
介
が
行
わ
れ
、杉

浦
理
事
長
よ
り
豊
川
支
部
の
永
井
副

理
事
長（
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
）、豊

田
支
部
の
水
野
副
理
事
長
と
神
谷
常

務
理
事（
中
央
会
理
事
長
表
彰
）に
御

祝
い
が
贈
ら
れ
、愛
知
県
知
事
表
彰
者

に
は
県
庁
表
彰
式
へ
の
招
待
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
、各
委
員
会
主

導
で
進
め
ら
れ
て
い
る
、教
育
研
修
会

の
ご
案
内
、来
年
度
の
全
国
ぐ
ん
ま
高

崎
大
会
の
素
案
、組
合
加
入
促
進
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
に
関
す
る
報
告
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。事
務
局
か
ら
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業
の

加
盟
店
登
録
に
つ
い
て
、消
火
器
設
置

義
務
化
と
あ
っ
せ
ん
の
案
内
、全
飲
連

カ
ー
ド
更
新
申
請
に
つ
い
て
な
ど
の
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。

東三河ブロック協議会
　12月２日（月）午後４時から、豊橋市の
高千穂会館において開催されました。理
事長始め杉山副理事長、東三河ブロッ
クの各支部長、本部事務局長が参加し
日本政策金融公庫豊橋支店長小川泰

様、融資課長吉原慎一様をお迎えして生活衛生貸付の概要について、
融資制度の現状を中心に詳しく説明がありました。その後資料を基に意
見交換と取り組みについて話し合われました。

令
和
元
度
教
育
研
修
会
ご
案
内

　

令
和
二
年
二
月
四
日（
火
）〜
五
日

（
水
）の
両
日
教
育
研
修
会
が
行
わ
れ
ま

す
。初
日
に
千
日
前
道
具
屋
筋
商
店
街
を

散
策
し
、翌
日
大
阪
南
港
Ａ
Ｔ
Ｃ
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
る「
居
酒
屋
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

２
０
２
０
同
時
開
催
焼
肉
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ

ア
２
０
２
０
」を
見
学
す
る
コ
ー
ス
で
す
。　

　

居
酒
屋
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
と
は
国
内
随
一
の

規
模
と
質
を
誇
る
、飲
食
業
界
・
外
食
業

界
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
専
門
展
示
会

で
、開
業
か
ら
必
要
な
モ
ノ
・コ
ト
が
揃
い
、

す
で
に
開
業
し
て
い
る
飲
食
店
も
本
展
示

会
を
ひ
と
回
り
す
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ

課
題
が
解
決
で
き
ま
す
！
と
ポ
イ
ン
ト
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。今
回
は
食
の
プ
ロ
で
あ

る
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
こ
の
機
会

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
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キャッシュレス決済 ／ 助成金・補助金代行

◆キャッシュレス決済化
◆クレジット決済手数料低水準

無償設置＋今ならAIカメラ
防犯カメラ付き

□助成金…�国、地方自治体からの支援金

株式会社OLENE（オレエネ） 名古屋市中区栄3丁目32-23　青木ビル西館4F　北室
TEL：052-325-6025

おもい で

首里城の再建を応援します！

教育研修会　東京ビッグサイト H31.2.19・20

総代会　ルブラ王山 R1.5.21

県知事表彰　愛知県庁 正庁　R1.10.31
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古宇利島と夕食会（1日目）

全国沖縄県大会　沖縄コンベンション 劇場  懇親会 R1.6.25〜27

2019年の（令和元年）

首里城（3日目）

美ら海水族館
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豊
橋
支
部
で
は
、保
健
所
か
ら
講
師

を
招
き
、「〝
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
〟っ
て
な
に
？
」

（
私
た
ち
で
や
る
べ
き
衛
生
管
理
）と
題

し
た
食
品
衛
生
講
習
会
を
開
催
し
、い
つ

も
の
衛
生
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば

食
中
毒
防
止
の
対
策
は
で
き
る
と
い
う

事
や
、お
店
の
衛
生
管
理
を「
見
え
る
化
」

す
る
理
由
や
方
法
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、組
合
員
の
皆
さ
ま
に
組
合
加
入

特
典
で
あ
る
健
康
保
険
の
加
入
・
融
資
制

度
の
利
用
な
ど
の
推
進
、秋
に
は
毎
年
恒

　

年
末
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実

施
！

　

12
月
６
日（
金
）に
飲
酒
運
転
根
絶

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。各
地
区
の

役
員
15
名
が
参
加
し
、中
心
部
市
街
地
の

は
な
と
き
通
り
に
て
チ
ラ
シ
及
び
花
の
苗

を
約
２
０
０
台
の
車
に
配
布
し
て
、交
通

安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

12
月
3
日（
火
）碧
南
支
部
で
は「
や
き

も
の
ワ
ー
ル
ド
２
０
１
９
と
業
務
用
厨
房

シ
ョ
ー
ル
ー
ム 

プ
ロ
厨
房
オ
イ
シ
ス
」を

見
学
す
る
日
帰
り
研
修
旅
行
を
行
い
ま

し
た
。18
名
の
参
加
で
最
新
の
厨
房
機
器

支
部
だ
よ
り

豊
橋
支
部

田
原
支
部

碧
南
支
部

み
ん
な
で
川
柳
！

よ
み
が
え
る　

心
の
中
に　

琉
球
の
朱

（
☆
し
ろ
く
ま
☆
）

長な
が
は
る春
で　

焼
肉
食
べ
て　

元
気
な
り

（
刈
谷
支
部　

鈴
木　

俊
男
）

生
産
者
の　

真
心
伝
え
る　

古ふ
る

包
丁

（
西
尾
支
部　

野
菜
ソ
ム
リ
エ
）

出
張
で　

出
会
う
喜
び　

街
の
味

（
日
本
の
旅
ド
ッ
ト
コ
ム　

近
藤
峰
生
）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス　
カ
ー
ド
を
捜
す　

七
十
代（

爆
睡
ニ
ャ
ー
タ
）

電
話
し
て　

耳
も
と
で
さ
さ
や
か
れ
る
声
に　

恋
を
す
る

（
豊
橋
支
部　

保
永　

和
宏
）

次回７月号〆切
５月29日(金）

　今回は４名の方に賞品をお送りいたし
ます。次回は７月発行予定です。オリン
ピックも間近、どんなお題でも結構です。
皆さんの一句をお待ちしております。

応募方法
　作品一句・住所・氏名・支部名をご記
入のうえ本部事務局へ！
　FAX、郵送、メールどんな方法でも結
構です。ペンネームでもOKです。

• FAX　052（264）1059
• 郵送　〒463-0008
	 名古屋市中区栄4-14-21
	 愛旅連ビル５Ｆ
	 愛知県飲食生活同業組合
• E-mail　honbu@aichi-inshoku.or.jp

を
体
感
し
日
本
各
地
の
食
器
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
後
は
長
島
温
泉

湯
あ
み
の
島
で
歌
謡
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
な

が
ら
組
合
員
同
士
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

い
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

例
の
親
睦
旅
行（
下
呂
温
泉
・
高
山
観

光
）を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。今
後
も
、衛

生
管
理
の
意
識
向
上
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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